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「みず・ひと・まちの未来モデル」
島原編完結！

「アドバイザー会議」を実施

「名水サミット in しまばら」　野田岳仁さんが基調講演
　2024年（令和6）8月24日、長
崎県の島原市有明総合文化会
館で「名水サミット in しまばら」
が開かれました。名水サミットは、

「名水百選」に選定された176
の市町村からなる全国水環境
保全市町村連絡協議会が、地域
づくりの推進ならびに水の大切
さを広めることを目的に毎年開
催している全国大会です。今回
は名水百選「島原湧水群」を擁
する島原市で実施されました。
　およそ300人が集まった「名
水サミット in しまばら」の基調
講演を司ったのが、本誌連載「み
ず・ひと・まちの未来モデル」で
お馴染みの法政大学現代福祉
学部准教授の野田岳仁さんです。

「“井戸端”から考える コミュニテ
ィの未来」と題して、観光地化が

進んでもなぜ浜の川湧水は地域
住民の生活の場でありつづける
のかを、独自の調査研究からわ
かりやすく説明し、「井戸端の再
生はコミュニティの再生につな
がる」と締めくくりました。
　また、パネルディスカッション
にも野田さんは登壇。島原市長
の古川隆三郎さん、島原出身の
俳優・宮﨑香蓮さん、地元の高
校生・荒木香帆さん、荒木咲里
奈さんと意見交換を行ないまし
た。ちなみに、荒木香帆さんはそ
の直後に行なわれた野田ゼミ夏
合宿にも参加し、先輩たちに臆
することなく自分の意見を述べ
ていました（p.41参照）。
　次回の名水サミットは、2025
年（令和7）11月8日に神奈川県
秦野市で開催される予定です。

　本誌連載中の「みず・ひと・まち
の未来モデル」。４年目となる
2024年度は長崎県の島原市を
舞台に研究活動を行ない、その
成果を2024年11月25日に発表
しました（詳細はpp.36-43参照）。
　法政大学准教授の野田岳仁さ
ん、そして一人ひとりが全力を出
し切った野田ゼミ３年生が、同年

12月26日にミツカンの東京ヘッ
ドオフィスを来訪し、研究活動で
得たことや自身が成長した点な
どを話してくれました。
　本誌ではご紹介しきれなかっ
た研究成果の資料やゼミ生たち
のコメントなどは、センターのHP
で２月下旬に公開する予定です。
ぜひご覧ください。

　2024年９月下旬、当セン
ターのアドバイザーである鳥
越皓之さん、陣内秀信さん、
沖大幹さんとセンターのスタ
ッフが一堂に会して「アドバ
イザー会議」を実施しました。
　会議では、2024年度前
半に行なった活動内容を報
告し、2025年度の活動計
画案をお伝えしたうえで、意
見交換を行ないました。アド
バイザーの方々からは大局
的な見地から貴重なご助言

をいただきました。それを活
かしながら2025年度以降
もセンター活動を進めてま
いります。
　また、会議に先立ち、2024
年の「ストックホルム水大賞

（Stockholm Water Prize）」を
受賞した沖さんから、同年8
月にストックホルム市庁舎
で行なわれた授賞式につい
てのご報告もいただきまし
た。沖さん、おめでとうござい
ます。

センター活動報告

名水サミット

『水の文化』連載アドバイザー会議

世界遺産への登録で注目の「佐渡」
機関誌『水の文化』61号 「水が語る佐渡」
2024年7月27日にユネスコの世界文化遺産に登録された「佐渡」。いわずと知れた金山で
有名な島ですが、金銀の採掘技術や農業・建築技術に、水を巧みに活用する優れた知恵が
備わっていました。佐渡へお出かけになる前に、ぜひご一読いただきたい一冊です。バックナ
ンバーをご希望の方はHPからご連絡をお待ちしています。

バックナンバー

Pick up

vol. 2.5

裏表紙上：二代広重が描いた『諸国六十八
景 佐渡金やま』（文久 2 年 ［1862］）。山を切
り崩し、水の力を用いた西三川砂金山の砂金
採取の様子がよくわかる（国立国会図書館蔵）
裏表紙下：宿根木の海に浮かぶ手づくりの
たらい舟。これも佐渡の誇る文化の一つ

（撮影：藤牧徹也）

表紙：佐渡島の中央部に広
がる国中平野を飛ぶトキ。
減農薬や生きものを増や
す試みがトキをよみがえら
せた。佐渡の里山は世界農
業遺産にも指定されている

（撮影：川本聖哉）
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（左）「名水サミット in しまばら」で基調講演を行なう野田岳仁さん 
（右）５名が登壇し、水への想いや井戸の想い出などを語り合った
パネルディスカッション
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第78号
ホームページアドレス

https://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写転売

『水の文化』78号のアンケートにご協力く
ださい。機関誌『水の文化』をより充実した
ものにするため参考とさせていただきます。

回答はこちらから

今号の特集「街なかの喫茶店」の取材にご協力いただいた皆さまの著
書のなかから、コーヒーならびに喫茶店の関連書籍を抽選で４名の読
者に差し上げます。右の「78号のアンケート」にWebから回答のうえご
応募ください。応募期限は2025年3月31日（月）とさせていただきます。

https://forms.office.com/r/9QEnwP9vNH

皆さまからの感想、
情報をお待ちしています ！

送付先の変更やお問い合わせは
HPの「その他のお問い合わせ」
もしくは下記へご連絡ください。

ＦＡＸ：03（6784）3056
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 Inform
ation

①『純喫茶コレクション』（難波里奈さんの著書）
②『珈琲の世界史』（旦部幸博さんの著書）
③『KISSA BY KISSA 路上と喫茶―僕が日本を歩いて旅する理由』（クレイグ・モドさんの著書）
④『大坊珈琲店のマニュアル』（大坊勝次さんの著書）

それぞれ1名

① ② ③
④

コーヒー・喫茶店の書籍をプレゼント！

編
集
後
記

昔
な
が
ら
の
マ
ス
タ
ー
が
い
る
喫
茶
店
、
ち
ょ
っ
と
入
り
に
く
い
け

れ
ど
、
い
つ
か
は
入
っ
て
み
た
い
・
・
・
。
喫
茶
店
が
放
つ
「
魅
力
」

は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
？ 

そ
れ
が
「
水
の
文
化
」
と
ど
う
関
係
す
る

の
か
?! 

答
え
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、手
探
り
で
進
め
た
取

材
で
す
。
私
た
ち
は
、「
水
」
の
あ
る
場
所
に
人
は
吸
い
寄
せ
ら
れ
、

そ
こ
で
交
流
す
る
も
の
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
松
）

喫
茶
店
の
思
い
出
と
い
え
ば
、
小
さ
な
こ
ろ
に
叔
母
が
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
自
宅
近
所
の
お
店
で
し
た
。
の
ち
に
そ
の
お
店
は
喫
茶
店

で
は
な
く
、
開
店
前
の
ス
ナ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
私
に
と
っ
て
の
喫
茶
店
は
、
あ
の
お
店
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席

で
、
に
こ
に
こ
と
笑
顔
で
私
を
見
守
る
叔
母
の
タ
バ
コ
と
コ
ー
ヒ
ー

の
香
り
、
そ
し
て
少
し
だ
け
酸
っ
ぱ
い
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
の
味
な

の
で
す
。（
飯
）

誰
と
も
言
葉
を
交
わ
さ
ず
と
も
、
喫
茶
店
に
足
を
運
ぶ
こ
と
は
社
交

な
の
だ
ろ
う
。
目
に
入
る
人
々
の
装
い
、
手
に
し
て
い
る
シ
ョ
ッ
パ

ー
バ
ッ
グ
。
耳
に
入
る
談
笑
、
流
れ
る
音
楽
、
接
客
者
の
声
。
そ
れ

に
か
す
か
に
触
れ
る
だ
け
で
保
た
れ
る〈
正
気
〉が
あ
る
よ
う
な
。
そ

ん
な
場
を
街
に
求
め
る
思
い
。
ま
た
少
し
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
だ
が
、

傍
ら
に
あ
る
の
が
成
分
の
98
％
以
上
を
水
が
占
め
る
飲
み
物
で
あ
る

こ
と
。
そ
の
意
味
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。（
秋
）

連
載
記
事
は
特
集
テ
ー
マ
と
は
関
係
な
い
で
す
が
、
さ
り
げ
な
く
そ

れ
ぞ
れ
を
紐
づ
け
て
い
た
り
し
ま
す
。
今
回
の
喫
茶
店
や
コ
ー
ヒ
ー

と
は
直
接
的
な
つ
な
が
り
は
な
い
け
れ
ど
、「
二
三
味
珈
琲
」
と
食
の

風
土
記
「
い
し
り
」
は
と
も
に
能
登
半
島
。「
文
化
を
つ
く
る
」
で
は
、

野
田
岳
仁
さ
ん
の
「
島
原
編
」
が
ま
と
め
る
ヒ
ン
ト
に
。
そ
し
て
、坂

本
貴
啓
さ
ん
と
巡
っ
た
「
筑
後
川
」
で
は
、
島
原
の
「
雲
仙
岳
」
が

望
め
た
こ
と
で
、
満
足
で
き
る
一
枚
が
撮
れ
ま
し
た
。（
力
）

自
分
で
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
人
な
ら
「
ハ
リ
オ
」
と
「
カ
リ
タ
」
は

ご
存
じ
の
は
ず
。
実
は
私
、
こ
の
２
社
を
海
外
企
業
だ
と
思
い
込
ん

で
い
ま
し
た
。
サ
イ
フ
ォ
ン
や
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
は
１
９
２
０
年
代

に
ア
メ
リ
カ
で
流
行
し
た
も
の
の
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
に
置
き
換
わ

っ
て
し
ま
っ
た
の
に
、
日
本
で
は
脈
々
と
生
き
つ
づ
け
、
い
ま
や
逆

輸
入
の
形
で
重
宝
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」と
揶
揄

さ
れ
が
ち
な
日
本
で
す
が
、
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。（
前
）


